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県内バスケットボール関係者の皆さんへ 
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テーブルオフィシャルズ各カテゴリー共通重点実施テーマへのチャレンジについて 

 

平素より当協会の活動に対し格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

表題の件、ＴＯ委員会より県内の各種試合において共通の重点実施テーマに是非チャレ

ンジ頂きたくご案内いたします。 

 

今年度より石川県バスケットボール協会に新たに TO 委員会が設置されました。 

背景として、全国各種試合においてTOが原因による重大なトラブルが発生しています。 

JBATO 委員会を設立し全国組織化を図り情報の共有を目的とし設立されました。 

既に JBA より TO マニュアルも発行され皆さんにはマニュアルに沿った TO 運用をお

願いしています。 

 

石川県 TO 委員会の取り組みとしてトラブルに繋がりそうな部分を重点活動テーマと

して提案し皆さんにチャレンジして頂き、トラブルの無い試合運営をお願いしたいと考

えています。 

 

 

重点実施チャレンジテーマ 

『フリースロー中はショットクロックを非表示にする』 

添付ワンポイントシート参照 

 

テーマ選定の理由 

フリースロー中のショットクロックの表示が「14」や「24」の表示が散見されます。 

フリースロー後の再開で正しく計測されない事象が見られます。 

重大なトラブルに繋がる場合があります。 

例：・シュートイン後のスローインで「14」からスタートしてしまう。 

  ・オフェンスリバウンド後「24」から再開してしまう。 

  ・シュートイン後の再開で「24」のまま動かないときがある。 

 

 

今後も委員会にて実践でミスを防げるテーマを継続して提案させて頂き、皆さんのご協

力を得ながら県内の TO 技術向上と普及につなげていきたいと考えています。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

＜ご不明な点、ご質問などのお問合せ＞ 

（一社）石川県バスケットボール協会  

TO 委員会 TO 育成・普及担当：黒田陽一 

MAIL: ishikawa.table.officials@gmail.com 



ピッ!
ファール!

フリースロー!

ピッ!
ストップ!

そのまま
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フリースロー中も「非表示」
頑張ってリセット釦を押し続ける！

これまでディフェンス
だったチームが新たにオ
フェンスになったとき

フリースローのチームが
再びオフェンスになった

とき

白の6番!
イリーガルヒット!
2ショット!

止める時＝「ストップ!」
動かす時＝「スタート!」
声に出し、表示が正しく動いているか見ましょう!

TOのレポートで
レフェリーの「2ショット」
を聞いてから
リセット釦を押し続け
「非表示」にする

フリースロー中のショットクロックは「非表示」にしましょう!
TO委員会


